
桑葉における気孔運動のCircadian rhythm　

（1）　自然状態における品種間差異

押金健吾

　植物における光合成、呼吸および蒸散作用等の代謝生理を究明する上に、気孔の開閉運動の研究は

　　　　　　　　　　　　／・23〃）
極めて重要で、多くの研究業績があるntPtF　：er　：EF　｛fF｝，一

　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　。　　8）　　　　　．　　　ヲ）
一方、気孔運動のrhythmicityについては、　StalfeltおよびFischer等による研

究があり、興味ある結果がえられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃）
桑における気孔開閉の生理学的研究は田崎等によって行なわれているが、気孔運動の周期性にっい

ての業績はみない。

本研魏桑におけ姓体リズ。に関す。研究の一一mと。て、蘇の鰍醐翻の日周性に。．，

観察を行なったものである。

　　　　　　　　　　　　　材　料　k・　よ　び　方　法

　供試桑品種は信大繊維学部付属農場に栽植されている根刈仕立の剣持、十島、小牧、島の内（以上

やまぐわ系品種）、一の瀬、改良鼠返、福島大葉（以上からやまぐわ系）および魯桑、青魯桑（うそ

う系）の計9品種である。9月初、中旬の2回桑条の中位葉（15、エ6、ユ7i葉位）にっいてほ場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
内で気孔開度を2時間おきに、連続3日間測定した。気孔開度の測定法は（1）スソプによる気孔巾の顕

微鏡法、（2）気孔への液体試薬の浸入を測る浸潤法、（3）気孔の通気性を測定するPorometer法の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノo）
3グループに大別することができるが、ここでは（2）のベンゼソによる浸潤法（田崎，1960）を用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tいた。すなわち桑葉の主脈にそった一定部位に、注射器によってベンゼンを一・・maだけ滴下し、滴下直

后浸透による黒点または黒斑となってあ馬われる浸潤度（図1）を目測でよみとる。浸潤度の数勃

大きいほど開度は大きく、気孔はよく開いていることになる。なお、供試桑葉の気孔開度は15、

ユ6、17葉位の合計で表示した。

因みに石購による水稲によ磯験結果によれi、ll～これらの浸灘とス・プ｝・よる鰍法とはよく・

一一vしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　気象条件の測定のうち、日射量は農場内に設置したロビッチェ日射計により行ない、気温、湿度は｛

桑園中の百葉箱内の自記温度計および毛髪自記湿度計を使用した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－10－
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第1図　ベンゼソ浸潤度の基準　（田崎）

試験結果および考察

測走開始の9月19日13：00から9月22日13：00終了までの気象条件（第1表）下におけ
　　　　　　　　　　　　　　　X　ロビッチェの日射計で測定した結果からエ日または測定時
　　第1表　　測定日の気象条件　　　の日射量を近似的に計算した働
　　　　　　　　　　　　　　　÷e－e1日の最高（多）、最低（少）である。

日　　　射 鳳里 苦 気 温怪果 湿 度》⇔←

時　　刻 測 定　値 最高 最低 最多 最少

9月19日

エ2：00～・工4：00

P4：00～16：00

G6：00～18；00

1瀞、．38」　謡、碗

a@21．90

　℃

Q3

　℃

?S

　％

X8

　％

U8

6：00～　8300 a　36

8：00～10：00 17．08

工0：00～工2：00 24．97
9月20日 92．工4 24 12 98 60

12：00～14：00 23．2工

14：00～1b：00 14．02

ユ6：00～18：00 3．05

6：00～　8：00 9　36

8：00～10：00 24．09
噂

】0：00～エ2：00 26．28
9月21日 98．49 25 14 96 56

ユ2：00～ユ4：00 25．84

14：00～玉6：00 ユ2．26

16：00～ユ8：00 0．66

6：00～　8300 6．57

8；00～10：00 21．90
9月22日 74．90 26 ユ5 96 60

工0：00～12：00 24．09

12：00～14：00 22．34
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る各品種別の気孔開度の日変化をみると、やまぐわ、からやまぐわ、うそう系とも概してその開度は

5・°0内外から次第に増加し9・。・～・・…　頃急速に大となり、13・00頃には最大値1こ

達した。そして15：00頃から漸減し・日没後さらに減少・ついに3：00～5：00頃最少値と

なつた（第2、A、　B、　C図）。
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　　　第2図　　3系統品種間における気孔開度の日周性

A　　やまぐわ系　　　S……島の内、　KE……剣持、　KO……小牧、　J……十島

B　　からやまぐわ系　　H……福島大葉、　1……一の瀬、　KA……改良鼠返

C　　うそう系　　　AR……青魯桑、　R……魯桑、

　　　　　　　　　　h・…一湿度　　　　t……温度

一ヱ2－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



　このように桑における気孔運動は3：00～5：00を最低とし、13：00を最高とする

Circadian　rhythmを示すことが判明した。

　この　Circadian　rhythm　における気孔開度の品種別差異は、やまぐわ系の場合、島の内〉

剣持〉　小牧〉　十島の順位となり、最大値を示す13：00においてその差が著しいが、からやま

ぐわ系では3品種間の差がやまぐわ系の場合のように顕著でなく、福島大葉が一応は他2品種を凌駕

するが、一の瀬と改良鼠返では互に伯仲した日変化を示した。またうそう系2品種は、ともに同じパ

ターンを示す目変化であった。

　なお気孔開度の最大値を示すヱ3：00附近の気象条件は、高温（23～26℃）で湿度は少なく

（56～68％）、日射量が多い（23～26認／c耀）が、最小値となった3100～5：00は、

低温（12～15℃）、多湿（96～98％）の状態であった。

　また3系統を通じ気孔開度の品種別順位は福島大葉〉　島の内〉　青魯桑〉　魯桑〉　一の瀬＝改

良鼠返〉　剣持〉　小牧〉　十島で3x品種の福島大葉および島の内を除き、うそう系が大きく、や

まぐわ系がその中間値を示す傾向がみられた。（第3図）。
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第3図　気孔開度の品種別差異
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　3へである福島大葉・島の内の気孔開度の日変における各時刻別の値は、他の2x品種と比較し

いずれも大きく、とくに開度の最小となる時刻（3：00～5300）ではその隔差が著しかった。

（第2・A・B図）　この3x品種の気孔開度の大きいのは倍数体の特徴であり、その指標として孔

辺細胞・・大きく、桑では・・砒・そ帳さは約22％、巾は約・％大き…とがあげられ搬た

その蒸散量も多いS7）

　生体リズムに関する桑の気孔運動は　Circadian　rhythmとして特徴づけられるが、Vicia

f・haの気孔罰は、5～2・分が周期であることの報告がされている8）

先に幸£－2・た桑種子の幼根。おけ。核分裂相は、醐鵬条件下でや、ぐわ、か、や、ぐ、、，

そうの3系統とも多少の相異あるパターンを示すが、ほぼCircadian　rhy｛hm的に行なわ

れ・しかも4～6時間の間かくで2つの分裂Peakのあることを明らかにしたが、桑の生態型を生

体リズムの面からとらえ、これらの上に立って応用面に展開して行くことが今後の課題であろう。

　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　要

　桑における生体リズムの解明に関する研究の一環として、気孔運動の日周性をしらべ次の結果を得

た。

（1）桑3系統間における気孔開度の日変化は3：00～5：00に最小値を、13：00に最大値

　　となる　Circadian　rhythmを示す。

（2）　3系統間の気孔開度は概してうそう系品種が大で、やまぐわ系品種が小さく、からやまぐわ系

　　品種ほその中間値を示した。

（3）　3x品種は2κ品種に比較してその開度が大きく、最小値を示した時刻（3：00～5：0。）

　　においてその隔差が大である。
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